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１．緒言 
 近年急速に普及しているフットサルである

が、日本では、民間フットサル施設を拠点と

してその人気は拡大してきた。2003 年には、

民間フットサル施設が日本サッカー協会と協

力をしながらフットサルを普及させることを

目的に、日本フットサル施設連盟が発足した。 
フットサルは、チームスポーツでありなが

ら、一人からでも参加できる「個人参加型」

という特有の活動形態がある。多くの民間フ

ットサル施設でこの活動形態が用いられてお

り、一般的に「個人参加型フットサル」と呼

ばれている。個人参加型とは、施設側によっ

てあらかじめ設定された曜日・時刻において

参加者を募り、当日集まった不特定のメンバ

ーによって指導者からのレッスンを受けたり、

即席でチームを構成しゲームを行うといった

内容である。筆者はフットサル特有であるこ

の活動形態が、フットサルの普及を支えてい

ると考えた。 
 そこで本研究では、フットサルにおける個

人参加型という活動形態の実態を明らかにし、

今後更なるフットサルの普及を目指す上での、

個人参加型という活動形態の在り方について

検討することを目的とした。 
 

２．研究方法 

(１)民間フットサル施設における個人参加型

の活動形態の統計調査 

(２)「個人参加型フットサル」参加者へのア

ンケート調査 

エスペリオ京都フットサルクラブ（日本フ

ットサル施設連盟及び関西フットル施設連盟

加盟施設）で行われた「個人参加型フットサ

ル」への参加者に対してアンケート調査を行

い、参加者のフットサルへの関わり方や意識

について分析した。（回収数:44 部） 

３．結果と考察 
統計調査より、関西フットサル施設連盟に

加盟している 48 の民間フットサル施設のう

ち、75％の施設で個人参加型の活動形態が確

認でき、広く一般的に行われていることが明

らかになった。 

 アンケート調査より、個人参加型の活動形

態は、チーム所属の有無に関わらず、フット

サルが気軽にできる活動形態、少人数のチー

ムに所属していてもチームとしてトレーニン

グができる活動形態、チームに所属するため

のきっかけになる活動形態であることが明ら

かになった。 
 
４．まとめ 

従来のサッカーに見られたように、団体の

チームスポーツは、チームに所属していない

と試合やトレーニングができないという競技

性の特徴があった。フットサルにおける個人

参加型という活動形態は、それを打開する画

期的な活動形態であるといえる。 
 しかし、今後更なるフットサルの普及を考

えるならば、個人参加型という活動形態を提

供している民間フットサル施設が創意工夫を

し、参加者に対してチームへの所属を促した

り、高度な指導ができるような、よりよい環

境を作り出していくことが必要である。それ

らを、民間フットサル施設と日本サッカー協

会によって上手く連携を取りながら行うこと

ができれば、フットサルの更なる普及が期待

できる。 
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